◆石井幹夫・武子愛「障害のある人の使いやすいトイレに関する一考察」
■報告要旨
１．研究の目的

　本研究は、筆者が千葉県障害福祉課に在籍していた、2010年6月に千葉県障害福祉課が実施した「障害のある人が使いやすいトイレの設置促進について」の意見募集結果を再分析したものである。筆者は、千葉県が募集した意見の分析検討を行い、2011年3月には、障害種別ごとに問題点を整理した「中間とりまとめ」を作成し（2011年3月千葉県ホームページに掲載）、2011年6月に、扉や便器などのパーツ毎に問題点を整理した「最終とりまとめ」を作成し、千葉県に報告した（近日中に、千葉県ホームページに掲載予定）。本研究では、トイレの設計部分に着目した「中間とりまとめ」「最終とりまとめ」では触れられなかった、障害のある人のトイレに対する気持ちに着目した分析を試みて、トイレの使い勝手感やトイレに対する思いを明らかにすることを目的とした。

２．問題の背景
　平成19年に「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン」が示され、設備整備の考え方や具体的数字が詳細に述べられてはいるものの、先行研究をあたってみても、高齢者や身体障害のある人についての、バリアフリーの観点から述べられたものが殆どであり、使い勝手感や思いについて研究されたものは、あまり見受けられない。視覚障害のある人の公共トイレ使用実態調査が、建築学の視点から、高井ら（2001年）によって発表されている。また、交通エコロジー・モビリティー財団から「すべての人にやさしいトイレをめざして」という報告書が刊行せれているが、やはり建築サイドに軸足を置くもので、障害のある人の気持ちに寄り添う分析には不十分であることから、障害のある人の思いを丁寧に拾う研究の必要性を強く感じた。
３．研究の方法

　基になるデータは、千葉県障害福祉課が、2010年6月に実施した「障害のある人が使いやすいトイレの設置促進について」の意見である（内容は、千葉県ホームページに公開）。

　その意見を意味内容やエピソードを損なわない単位で分析単位を設定し、それぞれの意味内容に応じてコードを作成した。その上で類似するコードをカテゴリ化し、小カテゴリとした。小カテゴリごとに比較検討し、大カテゴリを抽出した。分析は複数の研究者によって行い、分析内容の妥当性を高めた。
４．結果　
　分析の結果、【介助の必要な人へのプライバシー確保】【トイレは清潔であること】【便房室内やトイレ室内の配置統一が重要】【トイレの整備状況や使い方は障害理解のバロメータ】【障害のある人にとってトイレは生活の幅を広げる】という5つの大カテゴリが抽出された。【介助の必要な人へのプライバシー確保】は、介助者に見られることを躊躇することから、[当事者のプライバシーを大切にする]ための遮断カーテンの設置を求めている。障害のある人に配慮したトイレの整備や一般の人による多機能トイレの使い方は、障害特性を理解した結果が反映されるもので、 [障害者用トイレが本来の目的以外に使用されている]ために、本来必要としている人が使えない状況にあることがわかった。また、ガイドラインで具体的に仕様が示されているにも関わらず[障害のある人の声がトイレ整備に反映されていない]という意見は、設計サイド主体の議論になっており、モニタリングの不十分さを表していると考えられることから【トイレの整備状況や使い方は障害理解のバロメータ】と言える。【トイレが清潔であること】は、単に排泄の場だけでなく、着替えをすることもあるため、[床が濡れている]ことで、ズボンの裾を汚してしまい、下肢に障害のある人が転倒する危険性も指摘されている。また、精神障害のある人は、服薬の場として利用するため、なお一層の清潔さを求めるという意見があった。[障害のある人の外出にトイレは不可欠]であるが、まだまだ[障害のある人が使えるトイレが少ない]ということ、そして[オストメイト専用のトイレが必要]であるにも関わらず絶対数が少ない問題があり、【障害のある人にとってトイレは生活の幅を広げる】ためにもより一層の整備が求められる。
　最後にこの分析の中で注目されることは、【便房室内やトイレ室内の配置統一が重要】という視点である。ガイドラインの中では個々のパーツの仕様や寸法について細かく規定されているが、[パーツ毎の改良から全体配置の統一]を求める声が障害種別に偏ることなく寄せられている。また、[トイレ室内の動線の標準化]を求める意見もある。視覚障害のある方からの意見が特に多く、従来視覚障害のある方のトイレは特に問題視されることはなかったが、自動水洗装置や非常用通報装置の導入により、従来あったはずの場所に水洗レバーがないことなどで混乱を招いている。「公共交通ターミナルにおける高齢者・障害者等の移動円滑化ガイドライン検討委員会」小委員会の下部組織、トイレ分科会の報告で、視覚障害のある人の便房室は狭い方が良いとされる一方で、盲導犬を連れている人は、盲導犬と一緒に入れる広さを求めることが指摘されており、同じ障害の方でも求めるニーズが異なっていることに対応する必要がある。　　　　　　　※【　】大カテゴリ　　[　]小カテゴリ
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